
◆課題が見られた問題例（Ｂ活用）

【Ｂ活用 １ 三】

（書くこと：選択式）

手紙を送る学習活動
・手紙の後付けの配置については、他教科等も含
めて、実際に送る手紙を書く場面を設定するな
どして、継続的に指導することが大切である。

指導上の工夫

正答率【22.5%/23.5%】 無解答率【2.4%/2.1%】
・日付と宛て名の位置を逆にとらえている。
・普段の手紙の書き方が「宛て名を先に書く」機
会が多く、手紙の後付けの正しい順序や配置に
ついての理解に課題がある。
・過去に「はがきの表書きに必要な事柄を選択す
ること」H21A3【69.9%/67.1%】でも課題
が見られた。

要因分析

◆ 手紙の構成を理解し、後付けを書くこと

【Ｂ活用 ２ 二】

（話すこと・聞くこと、書くこと：記述式）

図表や絵、写真などから読み取ったことを基に、自分
の考えをまとめる学習活動
・写真や絵からわかること、疑問に思うことを自由に
出し合ったり、自分で集めた情報を表やグラフに書
き表したりすることが、資料を読み取る力を付ける
上で大切である。
・話し合い活動において、図表やグラフから読み取っ
たことを根拠にして話し合うことが重要である。そ
のためには、社会科や算数科などで学習した資料の
読み取り方を参考にすることが有効である。

指導上の工夫

正答率【51.6%/52.6%】 無解答率【15.4%/14.5%】
・提示された（割合の）グラフの情報を、正確に読み
取ることに課題がある。
・資料に含まれる具体的な数値を引用して、明確な質
問を書くことに課題がある。
・過去に「グラフや表から情報を正しく読み取り、的
確に書くこと」H20A7【48.9%/47.5%】、H21B2
【26.2%/25.7%】でも課題が見られた。

要因分析

◆ 資料を読み取った上で、質問をしたい内容を明確にすること（条件作文）
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国語科において、目的や意図に応じて内容の中心を明確にしたり、手紙の基本的な構成を踏まえたりして、実用的な
文章としての手紙を書くことを押さえ、総合的な学習の時間等において実際に手紙を書くこと

小学校低学年
伝えたいことを簡単な手紙に書く。

小学校中学年
目的に合わせて自分の考えが明
確になるように手紙を書く。

小学校高学年
文章全体の構成の効果を考えて、
手紙などを書く。

中学校
伝えたい事柄を明確にして、文章
の構成を工夫する。

繰り返し指導のポイント

社会や理科の学習内容と関連付けて、資料となる図表やグラフを的確に読み取り結果を説明したり、その内容を引用して

自分の考えをまとめたりすること

小学校低学年
身近な事物を簡単に説明
する文章などを書く。

小学校中学年
収集した資料を効果的に使
い、説明する文章などを書
く。

小学校高学年
引用したり、図表やグラフなど

を用いたりして、自分の考えが
伝わるように書く。

中学校
論理の展開を工夫し、資料を適
切に引用して説得力のある文
章を書く。

繰り返し指導のポイント
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